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研究成果の概要（和文）：不均質な介護食の客観的な分類方法が存在しないため、その分類を試みた。ゼリーや
ペーストなどの均質な介護食の客観的分類で用いられる、硬さ、付着性、凝集性での評価は、硬い食材と柔らか
い食材の比率で物性に大きく影響するため、新たな方法を検討した。医療関係者による介護食の官能試験を行
い、その評価と相関性の高い方法を検討した。不均質な介護食の固形分とあんを分離し、固形分のみに一定の水
分を加え、ミキサーの回転数および時間を制御し、ミキサー粉砕物をメッシュで分離し、メッシュに残る残渣の
重量を測定することで、官能試験結果と有意に相関する方法が確認できた。

研究成果の概要（英文）：There is no objective classification method for heterogeneous long-term care
 foods. So, we tried to classify them. Evaluation using hardness, adhesiveness, and cohesiveness, 
which is used in the objective classification of homogeneous care foods such as jelly and paste, has
 a great influence on physical properties in the ratio of hard foods to soft foods in heterogeneous 
care foods. Therefore, we considered a new method. A sensory test of care food was conducted by 
medical stuff, and highly correlated method with the evaluation was examined. As a result, 
We separate the non-homogeneous care food solids and paste, add a certain amount of water only to 
the solids, control the number of rotations and time of the mixer, separate the mixer crushed 
material with a mesh, and weigh the residue remaining on the mesh. By measuring, we were able to 
confirm a method that significantly correlates with the sensory test results

研究分野： 高齢者の栄養管理

キーワード： 不均質　介護食　咀嚼　食品

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢者が増加しているわが国では、咀嚼機能や嚥下機能の低下した高齢者も増加している。機能が低下すると、
普通食が食べれなくなり、介護食の適応となる。この食形態が必要な高齢者は多く、特養や老建では入所者の半
数以上は介護食が必要である。介護食は、普通食に近い不均質な介護食から、ペーストやゼリー状などの均質な
介護食まで幅広い。均質な食事の客観的評価方法は確立されているが、不均質な介護食では客観的評価が存在し
ないため主観的評価（舌でつぶせる等）で評価されている。この方法は、舌の力に依存するため、評価者と対象
者では評価の差が生じやすい。この状況の改善のために、不均質な介護食の客観的評価方法の確立を試みた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

近年，社会の高齢化に伴い咀嚼・嚥下機能の低下した者も多い.この場合は通常の食形態では摂

取困難ため、かたさなどを調整した介護食で対応する.介護食には均質な物性のものとしてゼリ

ー、ムース、ペーストなどから、不均質な料理（やわらかく仕上げた肉じゃが等）など様々な形

態が存在する.均質な介護食の客観的評価方法は確立されているが、不均質な介護食の客観的評

価方法は確立されていない. 

 
２．研究の目的 
 

介護食は、均質なゼリー、ムース、ペースト状の食品から、不均質なやわらかい食事まで様々な

形態が存在する.ゼリーやペーストなどの均質な介護食の客観的分類が確立され、かたさ、付着

性、凝集性を用いた評価が行われている.一方、不均質な介護食は、客観的評価方法が確立され

ていないため、主観的評価で評価されている.そこで、客観的評価方法の作成を試みた.主観的評

価とは、舌でつぶせる等の口腔内での咀嚼能力を示すことが多いが、舌の力は個人個人異なるた

め、同じ食品を評価しても同じ評価になるとは限らない.そこで、不均質な介護食の客観的評価

方法の検討を行った. 

 
３．研究の方法 
 

方法としては、医療関係者 304 名による介護食の官能試験を行い、その評価と相関性の高い方法

を検討した.様々な方法を試みた結果、官能試験結果と高い相関を有する方法を記載する. 

目開き 600 µm の篩上に測定試料を取り出し，ぬるま湯（40℃）を張ったボウルに篩を浸して 

水洗いをした．その後，篩上の試料 を取り出し，官能評価時と条件を合わせるため， 加熱等の

前処理は行わず，インキュベータで 20 ±2 ℃に到達したものを試料とした．この操作により，

咀嚼不要な 600 µm 未満の部分を取り除いた．不均質な食品は，咀嚼することが前提となるた

め，咀嚼 を想定した方法で試料の評価をする必要があると考え、フードプロセッサーを使用し，

唾液に見立て た水を添加して試料を粉砕した．さらに，咀嚼能力が必要な不均質な食材ほど粉

砕後残渣が多いと考え，残渣率を測定し，官能評価と比較した．フードプロセッサーの回転速度

は、電圧を調整し、一定の回転速度とした．フードプロセッサーに試料と水を測り入れ，30 秒

間または 60 秒間撹拌した．撹拌後の試料を目開き 600 µm の篩上に移し，ぬるま湯（40℃）を

張ったボウルに篩を浸して水洗いをした．その後，篩上の試料 を取り出し，篩上の残渣重量を

計測した．以下 の式より，元の試料重量に対する残渣量の割合を 求め，残渣率とした．この操

作を各試料 3 回繰り返した. 

残渣率（％）＝残渣重量（g）/試料重量（g）×100 

検討した項目は，フードプロセッサーに投入する試料と水の重量，撹拌時間，撹拌時のフード

プロセッサーの回転速度の 3 項目とした． 1．フードプロセッサーに投入する試料と 水の重



量  試料と水の重量は，予備実験結果をもとに試料 総重量と添加する水の割合を以下のよう

に調整し， 試 料 10 g 水 20 g，試料 20 g 水 40 g，試料 30 g 水 30 g，試料 40 g 水 20 

g， 試 料 60 g 水 15 g，試料 80 g 水 20 g の 6 条件で検討した．このとき，フードプロセ

ッサーの回転速度は 1000 rpm，撹拌時間 30 秒とした．試料と水の重量の検討の結果，最も適

切と考えられた条件を用 いて，フードプロセッサーの回転速度および撹拌 時間の検討を行っ

た．  

 
４．研究成果 

 

フードプロセッサーに投入する試料と水の重量 を変えて残渣量を測定した結果，官能評価と

最も強い相関が得られたのは，試料 80 g 水 20 g を用いた場合であった． 

回転速度および攪拌時間の検討  咀嚼力の代用として回転速度を変化させて検証した．回転

速度は 1000 rpm， 1500 rpm の 2 種類について検討した．撹拌時間 は， 30 秒， 60 秒 の 2 

種類について検討した．回転速度と撹拌時間 の 検 討 は 並 行 し て 行 い，1000 rpm30 秒， 

1000 rpm60 秒，1500 rpm30 秒の 3 条件について 検討を行った．その結果、1000rpm60 秒（ｒ

＝0.909,ｐ＜0．001）および 1500 rpm30 秒（ｒ＝0.900,ｐ＜0．001）が妥当と考えられた. 

不均質な介護食の客観的な分析方法の足掛かりとなる測定方法は確立できたと考えられる. 
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